
（１） 大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 ２ 四 半 期 号

駐 屯 地 夏 ま つ り

夏まつり会場警務隊による交通統制

三施太鼓による演舞 新隊員による盆踊り駐屯地吹奏楽部による音楽演奏

令
和
５
年
８
月
８
日
（
火
）
、
大
久
保
駐
屯
地
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
週
か
ら
の
台
風
６
号
の
影
響
に
よ
り
開
催
内
容
を
一
部
変
更
し
、
自
治
体
及
び

各
協
力
会
等
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

台
風
も
逸
れ
、
当
日
は
盆
踊
り
、
音
楽
演
奏
、
三
施
太
鼓
の
演
舞
、
打
ち
上
げ
花

火
を
実
施
し
ま
し
た
。
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
た
多
く
の
地
域
の
皆
様
の
ご
来
場
を
頂

き
、
最
後
の
打
ち
上
げ
花
火
で
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
久
保
駐
屯
地
は
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
励
ん
で
参

り
ま
す
。
改
め
て
、
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第３ １回大久保駐屯地司令杯少年野球大会

白熱した決勝戦大久保駐屯地司令表彰宇治市少年野球連盟表彰

準優勝「広野ジュニアーズ」 司令から選手にメダル贈呈優勝「巨椋少年・久御山バッフ
ファローズ・西小倉連合」

令
和
５
年
８
月
26
日
（
土
）
か
ら
第
31
回
大
久
保
駐
屯
地
司
令
杯
少
年
野
球
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

約
１
カ
月
に
わ
た
り
23
チ
ー
ム
に
よ
る
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
９
月

23
日
（
土
）
の
決
勝
戦
で
は
９
対
５
で
巨
椋
少
年
・
久
御
山
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
・
西

小
倉
野
球
連
合
が
優
勝
、
広
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
選
手
、
宇
治
市
少
年
野
球
連
盟
を
は
じ
め
大
会
関
係
者
、
保
護
者
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

打ち上げ花火
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紙 面 紹 介

１面

・駐屯地夏まつり

・令和５年度方面隊施設科合同

訓練（渡河）

・第３１回大久保駐屯地司令杯

少年野球大会

２面・３面

・各部隊訓練等記事

４ 面

・部隊長随筆

・先任の一言

・新隊員後期教育隊

・在日外国大使館付武官団部隊

研修

・定年退官者紹介

・優秀隊員褒章

・編集後記

地域から信頼

される駐屯地

令和 ５年度方面隊施設科合同訓練 （渡河 ）
大
久
保
駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
７
施
設
群
は
、
令
和
５
年
９
月
上
旬

か
ら
約
１
週
間
、
大
阪
府
柏
原
市
及
び
藤
井
寺
市
を
流
れ
る
大
和
川
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
方
面
隊
施
設
科
合
同
訓
練(

渡
河)

を
担
任
・
実

施
し
、
第
１
０
２
施
設
器
材
隊
架
橋
中
隊
が
同
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

第
７
施
設
群
は
、
軽
浮
橋
及
び
偽
橋
梁
（
デ
コ
イ
）
を
、
第
１
０
２

施
設
器
材
隊
架
橋
中
隊
は
、
92
式
浮
橋
を
架
設
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
今
津
駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
の
16
式
機

動
戦
闘
車
が
92
式
浮
橋
を
通
過
し
ま
し
た
。

本
訓
練
を
活
用
し
て
、
大
阪
・
京
都
・
奈
良
地
方
協
力
本
部
の
ご
協

力
を
頂
き
、
各
協
力
会
31
名
と
募
集
対
象
者
12
名
に
訓
練
風
景
を
見
学

し
て
頂
き
、
協
力
会
や
募
集
対
象
者
か
ら
は
「
16
式
機
動
戦
闘
車
が
92

式
浮
橋
を
通
過
す
る
姿
に
感
動
し
た
。
」
「
迫
力
が
あ
っ
た
。
」
等
の

好
意
的
な
ご
意
見
を
多
数
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
更
な
る
練
度
向
上
を
目
指
し
、
訓
練
等
に
励
ん
で
参
り

ま
す
。

軽浮橋の構築（第７施設群）

軽浮橋を通過（第７施設群）

重浮橋の構築（第102施設器材隊）

協力会と募集対象者に対する訓練公開



（２）

第

７

施

設

群

第

３

施

設

大

隊

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 ２ 四 半 期 号

各 部 隊 訓 練 等 記 事

大

久

保

駐

屯

地

業

務

隊

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊

大
久
保
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
６
月
下
旬
か
ら
約
１

週
間
、
令
和
５
年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
に
お
い

て
「
通
過
部
隊
支
援
・
駐
屯
地
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
各
種
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
は
停
電
、
断
水
、
断
ガ
ス
の
事
態

に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
駐
屯
地
及
び
演
習

場
が
被
災
し
た
場
合
の
施
設
等
の
点
検
要
領
や
復
旧

要
領
に
つ
い
て
、
隊
独
自
の
「
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
、
被
災
施
設
等
を
正
確
確
実
に
点
検
復
旧

で
き
る
態
勢
を
確
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
通
過
部
隊
支
援
訓
練
で
は
、
第
２

師
団
、
第
６
師
団
に
対
す
る
給
油
支
援
を
実
施
し
ま

し
た
。

経
路
は
正
門
か
ら
西
門
へ
の
一
方
通
行
と
し
、
給

油
所
及
び
滑
走
路
に
臨
時
に
開
設
し
た
野
外
給
油
所

で
対
応
し
ま
し
た
が
、
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
を
リ
ー
ス

で
き
れ
ば
、
野
外
給
油
所
を
開
設
せ
ず
と
も
、
給
油

量
が
確
保
で
き
る
と
思
料
し
ま
す
。

大
久
保
駐
屯
地
は
、
被
災
地
で
あ
る
太
平
洋
沿
岸

地
域
と
そ
の
後
背
地
で
あ
る
日
本
海
沿
岸
地
域
の
中

間
付
近
の
好
立
地
な
位
置
に
所
在
し
、
自
衛
隊
の
災

害
派
遣
活
動
を
支
え
る
支
援
拠
点
と
し
て
極
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
部
隊
、
隊

員
の
た
め
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

子供の面倒見施設

指揮所活動通過部隊支援（給油）

初動部隊に対する補給品の交付

第
７
施
設
群
は
９
月
上
旬
、
奈
良
県
及
び
大
阪
府

を
流
れ
、
大
阪
湾
に
注
ぐ
大
和
川
に
お
い
て
、
30
度

を
超
え
る
気
温
と
、
台
風
が
近
づ
き
時
折
雨
が
降
る

中
「
令
和
５
年
度
方
面
隊
施
設
科
合
同
訓
練(

渡
河
）

を
担
任
・
実
施
し
、
実
際
の
河
川
に
お
い
て
橋
梁
を

架
設
し
て
、
施
設
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
４
施
設
団
の
み
な
ら
ず
、
中
部
方

面
隊
隷
下
の
各
師
旅
団
の
施
設
科
部
隊
も
参
加
し
、

被
支
援
部
隊
を
安
全
に
渡
河
さ
せ
る
た
め
、
門
橋
・

橋
梁
を
『
早
く
』
架
設
し
、
本
物
を
『
隠
し
て
』
、

偽
物
で
『
騙
す
』
こ
と
、
『
早
く
』
『
隠
す
』
『
騙

す
』
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
第
１
０
２
施
設
器
材
隊
架
橋
中
隊

に
よ
る
92
式
浮
橋
の
構
築
及
び
参
加
各
部
隊
に
よ
る

軽
門
橋
を
連
接
し
て
軽
浮
橋
を
素
早
く
構
築
し
、
こ

れ
ら
の
本
物
を
『
騙
す
』
た
め
、
偽
の
橋
梁
【
デ
コ

イ
】
を
隊
員
の
創
意
工
夫
に
よ
り
検
証
を
兼
ね
て
構

築
し
、
所
望
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪
府
・
京
都
府
・
奈
良
県
か
ら
協
力
会

や
募
集
対
象
者
を
お
招
き
し
、
43
名
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
92
式
浮
橋
を
通
過
す
る
第
３

偵
察
戦
闘
大
隊
の
16
式
機
動
戦
闘
車
は
圧
巻
で
、
雨

の
中
多
く
の
方
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

軽浮橋の構築車両による軽浮橋通過

協力会と募集対象者に対する訓練公開16式機動戦闘車による92式浮橋通過

第
３
施
設
大
隊
は
、
令
和
５
年
７
月
中
旬
か
ら
下

旬
の
２
日
間
を
も
っ
て
大
隊
武
装
走
競
技
会
及
び
大

隊
射
撃
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
隊
武
装
走
競
技
会
で
は
７
名
１
グ
ル
ー
プ
と
し
、

各
中
隊
か
ら
編
成
さ
れ
た
３
個
グ
ル
ー
プ
走
及
び
個

人
走
の
平
均
得
点
に
よ
り
競
い
合
い
、
全
隊
員
が
中

隊
の
優
勝
を
目
指
し
、
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
走
り

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
走
で
は
土
嚢
運
搬
、
超
壕
、
囲
壁
、
手

り
ゅ
う
弾
投
擲
及
び
担
架
搬
送
の
５
つ
の
障
害
が
設

け
ら
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
は
力
を
合
わ
せ
障
害
を
突
破

し
ま
し
た
。
結
果
は
第
１
中
隊
が
練
成
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
隊
射
撃
競
技
会
で
は
当
日
に
各
中
隊
か
ら
抽
選

で
選
抜
さ
れ
た
基
本
射
撃
24
名
、
至
近
距
離
射
撃
10

名
の
計
34
名
の
選
手
が
代
表
者
と
な
り
射
撃
を
行
い

ま
し
た
。

結
果
は
代
表
選
手
た
ち
の
見
事
な
射
撃
技
術
に
よ

り
第
２
中
隊
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

本
競
技
会
を
通
じ
て
大
隊
の
士
気
の
高
揚
・
団
結
の

強
化
及
び
隊
員
の
体
力
・
戦
闘
戦
技
能
力
向
上
を
図

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
に
実
施
さ
れ
る
師
団
武
装
走
競
技
会

の
優
勝
に
向
け
て
、
引
き
続
き
練
成
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

土嚢運搬担架搬送

射 撃 弾薬交付

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
、
７
月
下
旬
か

ら
約
５
日
間
、
令
和
５
年
度
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

を
担
任
し
、
第
２
直
接
支
援
中
隊
を
訓
練
担
任
部
隊

と
し
て
、
大
久
保
駐
屯
地
及
び
長
池
演
習
場
に
お
い

て
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識
及

び
技
能
の
復
習
等
を
行
い
、
練
度
を
維
持
・
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
の
資
質
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
、
訓
練
実
施
間
、
気

温
が
37
度
に
も
到
達
す
る
ほ
ど
の
猛
暑
で
あ
っ
た
も

の
の
、
降
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
計
画
通
り

円
滑
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

課
目
は
大
隊
長
に
よ
る
精
神
教
育
の
ほ
か
、
体
力

検
定
や
射
撃
検
定
、
救
急
法
等
を
実
施
し
、
予
備
自

衛
官
と
し
て
必
要
な
体
力
や
技
能
を
維
持
・
向
上
さ

せ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
件
の
事
故
や
病
気
・
怪
我
も
な
く
訓
練

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
日
頃
か
ら
の
安
全
管
理
及

び
健
康
管
理
意
識
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

特
に
、
熱
中
症
対
策
を
万
全
の
状
態
に
し
て
訓
練

を
実
施
し
た
こ
と
で
、
訓
練
効
果
を
最
大
限
に
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
各
種
訓
練
を
通
じ
て
隊
員
の
練
度
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
有
事
に
即
応
し
任
務
を
完

遂
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
致
し
ま
す
。

基本教練（敬礼）体力検定

射撃予習格闘訓練

」



（３）

第 ３ １ ８ 基 地 通 信 中 隊 大 久 保 派 遣 隊

第 ４ 施 設 団 本 部 付 隊

第 ３ ０ ７ ダ ン プ 車 両 中 隊

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第 １ 整 備 大 隊 施 設 整 備 隊

第 ３ ９ ７ 会 計 隊

第 １ ０ ２ 施 設 器 材 隊

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 ２ 四 半 期 号

重門橋の運航パネル橋ＭＧＢを通過

第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
令
和
５
年
８
月

上
旬
の
４
日
間
、
令
和
５
年
度
第
５
回
小
隊
長
等
計

画
訓
練
に
お
い
て
今
年
７
月
に
新
規
免
許
を
取
得
し

た
隊
員
３
名
を
対
象
と
し
た
長
距
離
操
縦
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
を
発
着
点
に
、
京
丹
波
町
、
福
井

県
高
浜
町
、
滋
賀
県
大
津
市
を
経
由
し
た
一
般
道
の

経
路
（
一
周
約
２
５
０
ｋ
ｍ
）
に
お
い
て
訓
練
を
実

施
し
、
普
段
の
車
両
操
縦
訓
練
と
は
ま
た
一
味
違
っ

た
雰
囲
気
に
出
発
当
初
は
緊
張
に
満
ち
た
表
情
で
し

た
が
、
各
車
車
長
の
助
言
・
指
揮
に
よ
っ
て
、
徐
々

に
表
情
、
操
縦
共
に
自
信
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

３
名
の
新
米
ド
ラ
イ
バ
ー
達
は
事
故
な
く
延
べ
約

１
６
０
０
ｋ
ｍ
の
長
距
離
を
走
破
し
、
実
り
あ
る
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
今
後
も
訓
練
及

び
零
細
時
間
を
活
用
し
た
車
両
操
縦
訓
練
を
実
施
し

て
、
ダ
ン
プ
車
両
専
門
中
隊
と
し
て
の
誇
り
と
自
信

を
胸
に
安
全
確
実
な
運
転
に
努
め
る
と
と
も
に
、
如

何
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
的
確
な
判
断
・
操
縦
が

で
き
る
よ
う
、
隊
員
個
々
の
車
両
操
縦
能
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

経路教育車両操縦訓練

第
３
９
７
会
計
隊
は
、
令
和
５
年
か
ら
心
理

的
安
全
性
の
確
保
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

心
理
的
安
全
性
と
は
近
年
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
等

企
業
組
織
で
注
目
さ
れ
て
い
る
概
念
の
１
つ
で
、

組
織
・
チ
ー
ム
の
中
で
対
人
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず

に
気
兼
ね
な
く
発
言
で
き
る
、
話
し
合
え
る
状

態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

心
理
的
安
全
性
の
効
果
と
し
て
、
「
業
績
向

上
に
寄
与
す
る
」
「
情
報
・
知
識
が
共
有
さ
れ

や
す
く
な
る
」
「
チ
ー
ム
学
習
が
促
進
さ
れ
る

「
離
職
率
が
低
く
パ
ワ
ハ
ラ
が
起
こ
り
に
く
い

等
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
理
的
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
全
員

で
の
討
議
の
場
を
月
２
回
設
定
し
て
い
ま
す
。

討
議
を
活
発
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

全
員
が
発
言
し
易
く
工
夫
し
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
討
議
が
で
き
る
よ
う
に
場
の
設
定
を
工

夫
し
た
り
と
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
心

理
的
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

信
頼
さ
れ
、
健
全
で
生
産
性
の
高
い
組
織
と

な
り
、
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
寄
与
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
駐
屯
地
の
会
計
支
援
を
さ
ら
に

高
め
て
い
け
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。

心理的安全性に関する討議心理的安全性に関する討議

第
４
施
設
団
本
部
付
隊
は
、
令
和
５
年
８
月

下
旬
の
２
日
間
、
付
隊
本
部
班
・
偵
察
班
・
通

信
班
の
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
の
内
容
は
、
和
歌
山
県
沖
に
て
震
度
７

強
の
地
震
が
発
生
し
、
早
朝
の
非
常
呼
集
か
ら

緊
急
登
庁
、
応
急
出
動
準
備
と
様
々
な
状
況
付

与
の
中
、
大
久
保
駐
屯
地
と
奈
良
県
庁
と
の
連

携
及
び
確
実
な
通
信
手
段
の
確
保
を
重
視
し
、

各
班
長
を
核
心
に
、
隊
員
た
ち
は
積
極
的
に
掌

握
下
に
入
り
、
班
が
一
丸
と
な
り
、
必
要
と
す

る
資
材
を
迅
速
に
車
両
へ
と
積
載
後
、
奈
良
県

庁
及
び
無
線
中
継
点
へ
前
進
し
、
駐
屯
地
と
奈

良
県
防
災
会
議
室
と
の
無
線
交
信
を
実
施
し
、

任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

ま
た
、
通
信
班
と
偵
察
班
の
一
部
を
も
っ
て

通
信
構
成
と
被
害
状
況
の
情
報
処
理
を
連
携
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
偵
察
班
は
、
大
阪
府

を
流
れ
る
大
和
川
に
お
い
て
橋
梁
架
設
の
た
め

の
河
川
偵
察
を
偵
察
ボ
ー
ト
を
使
用
し
て
河
川

の
流
速
・
水
深
等
の
計
測
や
地
耐
力
の
計
測
を

行
い
、
偵
察
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

本
訓
練
を
通
じ
、
各
種
事
態
に
即
応
す
る
練

度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う

励
ん
で
参
り
ま
す
。

奈良県防災担当職員との調整河川にて地耐力を計測

第
３
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊
施
設
整

備
隊
は
今
年
７
月
に
第
１
回
格
闘
検
定
を
行
い

ま
し
た
。

検
定
は
昨
年
度
と
違
い
、
第
２
級
検
定
の
第

１
課
題
、
第
２
課
題
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
同
様
に
第
３
９
７
会
計
隊
と
合
同
で

練
成
し
、
前
月
か
ら
毎
朝
コ
ツ
コ
ツ
と
格
闘
練

成
を
実
施
し
ま
し
た
。

練
成
に
お
い
て
は
、
格
闘
指
導
官
の
指
導
の

下
、
準
備
運
動
・
補
強
運
動
か
ら
始
め
て
、
突

き
や
蹴
り
、
受
け
身
、
執
銃
動
作
等
の
基
本
は

も
と
よ
り
、
制
止
・
拘
束
な
ど
実
践
的
・
実
際

的
な
格
闘
技
術
の
練
成
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
方
は
涼
し
い
と
は
い
え
熱
中
症
の

危
険
性
が
あ
る
た
め
常
に
安
全
に
心
掛
け
、
練

成
し
ま
し
た
。

格
闘
は
日
頃
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
う
為
、
体

が
辛
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
整
理
運
動
や

ス
ト
レ
ッ
チ
を
十
分
に
行
い
体
を
ケ
ア
し
な
が

ら
検
定
に
臨
み
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
難
易
度
が
上
が
っ
た
た
め
、
数

名
の
隊
員
は
合
格
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
の
検
定
に
向
け
て
志
を
高
く
日
々
の
練
成
に

励
ん
で
い
ま
す
。

格
闘
技
術
は
一
朝
一
夕
で
は
身
に
つ
く
も
の

で
は
な
い
た
め
、
部
隊
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊
大
久
保
派
遣
隊
は
、

第
１
０
４
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊
長
の
初
度

視
察
を
受
け
ま
し
た
。

新
大
隊
長
に
対
す
る
隊
員
の
自
己
紹
介
か
ら

派
遣
隊
の
状
況
報
告
、
巡
視
に
よ
る
現
状
を
把

握
し
て
頂
き
、
派
遣
隊
の
任
務
遂
行
能
力
の
確

認
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

昼
食
は
糧
食
班
の
支
援
を
受
け
、
大
隊
長
を

囲
ん
で
の
和
や
か
な
会
食
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
通
信
所
能
力
評
価
を
受
検
し
ま
し
た
。

階
級
や
主
業
務
を
問
わ
ず
全
隊
員
が
個
人
の

通
信
能
力
の
練
度
確
認
で
実
施
す
る
Ｉ
Ｐ
電
話

機
・
各
種
シ
ス
テ
ム
設
定
、
通
信
回
線
の
構
成
、

派
遣
隊
全
力
で
行
う
シ
ス
テ
ム
通
信
の
構
成
を

確
認
さ
れ
、
い
か
な
る
状
況
に
も
迅
速
・
正
確

に
対
応
し
う
る
能
力
を
有
し
て
い
る
か
を
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
隊
は
、
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
基
盤
が
い

か
な
る
状
況
で
も
当
た
り
前
に
使
用
で
き
る
通

信
環
境
を
維
持
し
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
ニ
ー

ズ
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
更
な
る

技
術
の
向
上
の
た
め
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
Ｔ
Ｉ
Ａ

Ｎ
ｅ
ｔ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＋
の
通
信
資
格
を
今
年
度
取
得
を
目

標
と
し
、
隊
員
個
人
の
能
力
を
向
上
し
、
部
隊

と
し
て
の
任
務
遂
行
能
力
を
向
上
で
き
る
よ
う

精
進
し
て
参
り
ま
す
。

会計隊と合同での格闘練成 格闘練成初度視察（記念撮影）通信所能力評価

第
１
０
２
施
設
器
材
隊
は
、
令
和
５
年
７
月
下
旬

か
ら
約
１
週
間
、
大
久
保
駐
屯
地
及
び
日
本
原
演
習

場
（
岡
山
県
）
に
お
い
て
架
橋
中
隊
及
び
本
部
付
隊

通
信
班
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練

成
果
を
評
価
し
ま
し
た
。

架
橋
中
隊
は
、
駐
屯
地
内
の
池
を
河
川
に
見
立
て
、

作
戦
部
隊
の
河
川
通
過
を
支
援
す
る
想
定
で
、
重
門

橋
（
フ
ェ
リ
ー
）
を
構
築
・
運
航
し
て
車
両
を
対
岸

へ
輸
送
し
、
引
き
続
い
て
92
式
浮
橋
を
架
設
し
て
、

部
隊
の
通
過
を
容
易
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
原
演
習
場
に
転
進
し
、
暗
夜
の
中

で
谷
地
に
パ
ネ
ル
橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
を
構
築
し
て
、
部
隊
の

前
進
経
路
を
確
保
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
通
信
班
は
、
日
本
原
演
習
場
へ
の
移
動

経
路
上
に
無
線
中
継
所
を
開
設
し
、
移
動
間
の
通
信

手
段
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
原
演
習
場
進
出
後
も
通
信
所
を
開
設

し
、
器
材
隊
本
部
と
架
橋
中
隊
間
の
有
線
、
無
線
及

び
シ
ス
テ
ム
通
信
網
を
構
成
し
て
、
器
材
隊
長
の
部

隊
指
揮
を
容
易
に
し
ま
し
た
。

架
橋
中
隊
と
通
信
班
は
、
共
に
日
頃
の
訓
練
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
任
務
を
達
成
し
、
今
後
の
練

成
訓
練
の
資
を
得
ま
し
た
。

」」
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褒

章

宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ
た
領
域

横
断
の
作
戦
な
ど
、
将
来
起
こ
り
得
る
事
態
の

実
相
を
見
定
め
る
こ
と
が
難
し
い
な
か
、
今
行

っ
て
い
る
教
育
訓
練
が
正
し
い
か
、
必
要
か
、

悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
施
設
器
材
隊
は
、
浮
橋
や
建
設
な
ど
方

面
隊
で
唯
一
の
機
能
を
持
つ
専
門
性
の
高
い
部

隊
で
あ
り
、
そ
の
特
有
の
能
力
が
任
務
で
必
ず

活
か
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
が
あ
る
べ
き
姿
を
模

索
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
教
育
訓
練
に
邁
進

し
て
、
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
練
度
を
維
持

し
続
け
る
、
そ
の
こ
と
自
体
に
、
既
に
大
き
な

価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
職
務
で
各
国
の
軍
隊
と
接

し
て
き
ま
し
た
が
、
陸
上
自
衛
隊
は
厳
し
い
教

育
訓
練
を
真
摯
に
計
画
・
実
行
し
、
他
国
に
引

け
を
取
ら
な
い
練
度
を
維
持
し
、
そ
の
精
強
性

に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
姿
を
誇
示
し
、
他
国
に
認
識
さ
せ

る
こ
と
は
「
自
衛
隊
は
手
強
い
」
と
の
印
象
を

与
え
、
我
が
国
の
抑
止
力
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
に
行
動
・
協
力
す
る
同
盟
国
や
同

志
国
、
そ
し
て
日
本
国
民
も
、
我
々
が
「
信
頼

に
足
る
存
在
」
で
あ
る
か
を
見
定
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
教
育
訓
練
に
愚
直
に
取
組
み
つ
つ
、

積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
、
世
界
に
実
力
を

「
認
知
さ
せ
る
」
こ
と
を
教
育
訓
練
の
意
義
の

一
つ
と
し
て
、
部
隊
の
精
強
化
に
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。

「
教
育
訓
練
の
意
義
」

第１０２施設器材隊長
２等陸佐 櫻井 政友

一
般
的
に
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
、
「

五
月
病
」
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
仕
事
や

家
庭
の
悩
み
か
ら
、
う
つ
状
態
・
う
つ
病
に

陥
る
隊
員
が
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

部
隊
な
ど
に
お
い
て
、
隊
員
が
う
つ
状
態

・
う
つ
病
に
陥
る
こ
と
は
、
隊
員
自
身
の
自

殺
の
可
能
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
回
復
の

た
め
、
隊
員
や
隊
員
家
族
、
同
僚
隊
員
な
ど

の
多
大
な
努
力
が
必
要
と
な
り
、
部
隊
な
ど

の
大
き
な
戦
力
の
損
失
に
な
り
ま
す
。

隊
員
を
う
つ
状
態
に
陥
ら
せ
な
い
た
め
に

心
情
（
身
上
）
把
握
を
行
う
一
方
で
、
早
く

疲
労
を
回
復
す
る
た
め
休
暇
を
中
心
と
し
た

勤
務
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

次
に
復
職
支
援
で
す
が
、
相
当
の
疲
労
を

蓄
積
し
て
う
つ
状
態
に
至
っ
て
い
ま
す
の
で
、

投
薬
治
療
を
受
け
れ
ば
一
般
的
に
不
安
感
や

睡
眠
障
害
が
取
り
除
か
れ
、
隊
員
の
症
状
は

改
善
さ
れ
ま
す
が
本
来
回
復
に
は
非
常
に
時

間
が
掛
か
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
疲
労
か
ら
回
復
し
よ
う
と
す
る
期
間

は
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
こ
と

か
ら
、
す
ぐ
に
疲
労
を
蓄
積
し
や
す
く
、
う

つ
状
態
に
逆
も
ど
り
し
や
す
い
危
険
な
期
間

で
も
あ
り
ま
す
。

復
職
支
援
は
、
周
囲
の
理
解
や
支
援
が
必

要
で
あ
り
、
復
職
へ
の
判
断
も
難
し
い
こ
と

か
ら
、
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
試

行
す
る
と
と
も
に
、
方
面
隊
や
駐
屯
地
相
談

窓
口
、
先
任
上
級
曹
長
な
ど
、
自
身
も
隊
員

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
上

級
部
隊
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

令
和
５
年
７
月
30
日(

日)

、
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
に

お
い
て
「
な
ら
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
74
回
県
民

体
育
大
会
」
が
実
施
さ
れ
、
銃
剣
道
の
部
に
参
加
し
た
第

３
８
１
施
設
中
隊

小
西

達
也
２
曹
が
、
優
勝
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
８
月
３
日(

木)

、
日
本
武
道
館
に
お

い
て
「
第
54
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
」
が
実
施
さ
れ
、

女
子
個
人
の
部
に
参
加
し
た
本
部
管
理
中
隊

木
村

茉
鈴

３
曹
が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

大久保駐屯地業務隊
准陸尉 西村 敦

大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙｢

や
ま
し
ろ
」
ご

愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
も
駐
屯
地
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
、
皆

様
方
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。

来
年
も
各
種
行
事
を
開
催
す
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
大
久
保
駐
屯

地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
大
久

保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」
に
対
し
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

重材料運搬模擬地雷埋設

第
７
施
設
群
教
育
隊
（
新
隊
員
１
０
２
名
）
及
び
第
３
施
設
大
隊
教
育
隊

（
新
隊
員
26
名
）
は
、
令
和
５
年
７
月
上
旬
か
ら
約
３
カ
月
間
、
４
月
に
入

隊
し
た
新
隊
員
に
対
し
て
後
期
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
連
日
続
く
猛
暑
に
負
け
ず
、
施
設
科
隊
員
と
し
て
の
基
礎
知
識

及
び
技
能
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
同
期
の
絆
を
深
め
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
修

了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

教
育
を
修
了
し
た
新
隊
員
は
、
自
信
と
希
望
を
胸
に
、
大
久
保
駐
屯
地
の

ほ
か
、
富
山
、
豊
川
、
鯖
江
、
岐
阜
、
桂
、
宇
治
、
青
野
ヶ
原
、
和
歌
山
、

三
軒
屋
、
出
雲
、
海
田
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
配
置
さ
れ
、
第
一
線
で
活

躍
し
ま
す
。

若
い
力
の
新
天
地
に
お
け
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

植 杭土 工

第３施設大隊本部管理中隊

１等陸曹 入江 哲生

退官 令和５年９月３日

大久保駐屯地業務隊総務科

准陸尉 渡邉 泰生

退官 令和５年７月２３日

第３施設大隊本部管理中隊

准陸尉 豊山 和彦

退官 令和５年９月６日

第３施設大隊本部管理中隊

陸曹長 太田 昭秀

退官 令和５年９月２８日

第７施設群第３８１施設中隊
２等陸曹 小西 達也

第７施設群本部管理中隊
３等陸曹 木村 茉鈴

第７施設群後期教育隊

第３施設大隊後期教育隊

漕 舟

軽門橋の構築

在
日
外
国
大
使
館
付
武
官
団
部
隊
研
修

令
和
５
年
９
月
中
旬
、
陸
上
幕
僚
監
部
が
主
催
す
る
令
和
５
年
度
武
官
団

部
隊
研
修
を
大
久
保
駐
屯
地
に
お
い
て
支
援
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
30
ヵ
国
の
駐
在
武
官
34
名
が
駐
屯
地
を
訪
れ
、
武
官
団
長
の
駐

屯
地
司
令
表
敬
、
駐
屯
地
司
令
に
よ
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
、
第
１
０
２
施
設

器
材
隊
に
よ
る
架
橋
器
材
を
使
っ
た
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
、
建
設
事
業

の
見
学
な
ど
を
行
い
、
参
加
武
官
か
ら
は
「
戦
闘
能
力
だ
け
で
な
く
人
道
支

援
・
災
害
派
遣
能
力
に
つ
い
て
も
大
変
興
味
深
い
研
修
と
な
っ
た
。
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

武官団との記念撮影

92式浮橋による訓練展示


